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大学生における肢体不自由者の友人の有無による
障害者観及び潜在的ステレオタイプの違い

小川翔大（静岡福祉大学）

キーワード：身体障害，潜在連合テスト（ ），インクルーシブ教育

問 題

一般的に，健常者は障害者に対して過度な能力の低

さや温かい人柄を有するというステレオタイプを持ち

やすく（栗田・楠見 ），身体障害者との交流に抵

抗感を抱きやすい（河内 ）。しかし，インクルー

シブ教育を推進する大学では，健常学生と身体障害学

生が大学生活を通して親密な友人関係を築くことも多

い。このような健常者は，障害者と同じ学校で学修す

ることを肯定的に捉え，障害者へのステレオタイプも

弱いと考えられる。そこで本研究では，健常な大学生

を対象に，障害者の友人の有無による障害者観と潜在

的ステレオタイプの違いを検討する。なお，本研究で

は身体障害の種類を肢体不自由に限定した。

方 法

調査協力者 大学生 名の内，身体障害の友人あり群

名（男性 名，女性 名），友人なし群 名（男

性 名，女性 名）であった。

潜在的ステレオタイプ 障害者の能力 （小

川 ），障害者の人柄 （ ）を

（ ）で作成し，タブレット

（ ， ）で実施した。人柄 の

ブロック数・試行数は能力 （小川 と同じに

した。 得点は （ ）の計算式で

算出した。各 得点は，栗田・楠見 と同様に，

「能力が低い」または「温かい」というステレオタイ

プが強いほど正の値が大きくなるように処理した。

障害者観 障害者観尺度（河合， ）を「全く同意

できる（ 点）－全く同意できない（ 点）」で評定さ

せた。下位尺度は，総合教育尺度（「身体障害の子ども

は，普通学校の中で十分に活動できる」など 項目），

当惑尺度（「身体障害の人とつきあうにはひどく気をつ

かう」など 項目）の つであり，下位尺度別に項目

平均値を算出した。

結果・考察

友人の有無による得点の違いを検討するため，各尺

度及び 得点ごとに 検定を行った 。結

果，友人あり群が友人なし群より総合教育尺度の得点

が高く（ ），当惑尺度の得点が

低かった（ ）。すなわち，身体

障害の友人をもつ大学生は，身体障害者が同じ学校で

学修することを肯定的に捉えており，交流への抵抗感

が低いことが示された。

次に，友人あり群は友人なし群より能力 得点が

有意傾向で低く（ ），人柄

に有意差がなかった（ ）。

健常学生は身体障害学生に物理的支援（移動介助な

ど）を一方的に行うのではなく，身体障害学生から心

理面や学習面などの支援を受けることもある。このよ

うな交流経験によって，健常学生は障害者観や能力ス

テレオタイプが変容した可能性がある。しかし，元々

の障害者観がポジティブで能力ステレオタイプが弱い

健常学生が，身体障害学生と積極的に交流して友人関

係を築いた可能性もある。この因果関係については，

詳細に検討する必要があるだろう。なお本研究では人

柄 が両群で負の値となった。すなわち，健常学生

は障害者に対し，冷たい人柄のステレオタイプを持ち

やすいことが示唆された。栗田・楠見 の結果と

異なった原因は，研究で使用した 課題の刺激や協

力者サンプルの違いが一因かもしれない。
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人柄 の刺激

カテゴリー 刺激

健常者

障害者

温かい 優しい 寛大 親切 温和 人懐こい

冷たい 意地悪 卑劣 腹黒い 皮肉 残忍

群ごとの各得点の平均値 と 検定の結果

友人あり群 友人なし群 t値 効果量d
総合教育尺度 4.38 (0.80) 3.72 (0.62) 3.19** .96
当惑尺度 2.76 (0.70) 3.32 (0.78) 2.49 * .74
能力IAT 0.68 (0.74) 0.99 (0.44) 1.85 † .56
人柄IAT −0.64 (0.65) −0.69 (0.59) 0.30 .11
**p < .01  *p < .05  †p < .10 

PE38 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

ポジティブな強みを活かした防災教育の実践
―大学生の協働による地域防災の提案―

○豊沢純子（大阪教育大学） 竹橋洋毅（奈良女子大学）
島井哲志（関西福祉科学大学）

キーワード：防災教育，ポジティブ心理学

問題と目的

本研究はポジティブ心理学の観点から，各自の強み

を活かした防災教育を行い，その効果を検討した。従

来の防災教育は，災害がもたらすネガティブな側面に

注目し，被害を抑制することを主な目的としてきた。

このような教育は対策の重要性は理解されやすいが，

実際に防災行動を促して習慣にすることは難しい。一

方，ポジティブ心理学は人が持つポジティブな強みに

注目し，それを育み人生の重要な局面で活かすための

アイディアを提供する。ポジティブな介入は視野を広

げ，思考を柔軟にし，他者との相互作用を活性化する

ことで，未来に向けたリソースの形成に役立つとされ

る。本研究はこれを防災教育に導入し，共助の形成に

役立つかを検討する。

対象は大学生であり，各自の徳性としての強み

（ ）と，専門的教養による

強みの つを意識できるようにする。複数の専攻の学

生からなるグループ編成を行い，「今までにない新しい

地域防災の提案を行う」というテーマのワークを実施

する。

方 法

参加者：大学 年生 名。

手続き： 授業の到達目標設定， 事前調査，

共助の重要性の説明， 過去の防災教育研究の紹

介， ポジティブ心理学の概要の説明， 強みの診

断， グループワーク， ふりかえり， 事後調

査，の順に行った。なお，大学の授業 コマ 分で

実施した。

調査項目：事前調査では，現在の地域防災への関与度

（ 全く関わっていない－ たくさん関わっている）

と今後の地域防災への関与意図（ 全く関わりたくな

い－ たくさん関わりたい）を測定した。事後調査で

は，今後の地域防災への関与意図（事前調査と同じ）

を測定した。各グループが提案したアイディアと授業

の感想も記録した。

結 果

地域防災意図：学習前と学習後の地域防災への関与意

図を比較したところ，学習前（ ）

よりも学習後（ ）の方が高かった

（ ）。

新しい地域防災の提案：各専攻の特徴を活かした様々

なアイディアが提案された。一例を挙げると，「最先端

技術と防災の融合 スポーツフェスティバル」とい

うテーマで，外国人向けには日本の運動文化を伝える

イベント，お年寄りには体力向上のためのイベント，

障がいのある方にはダンスを踊るイベントを行い，地

域全員の関与を高くしたうえで津波の怖さをリアルに

理解するための 体験や被災者による講演会を行う

という内容であった。他にも，プールでの津波体験，

スタンプラリーによる防災イベント，多言語のポスタ

ー作成，防災の歌の作詞作曲など，オリジナリティの

あるアイディアが多数報告された。

授業の感想：自分とは異なるものの見方があることへ

の気づき，自分の新たな強みの発見，協働による学び

の楽しさが実感できたとの意見が多数見受けられた。

一方で，少数ながらディスカッションが盛り上がらな

かったグループも見受けられた。

地域防災への関与意図の変化

考 察

本研究は，各自の強み（徳性，専門的教養）を活

かすための防災教育を行い，地域防災への関与意図が

高くなるかを検討した。その結果，学習前よりも学習

後に高くなることが確認できた。今後，実際に行動が

変化したかまでを追跡する必要がある。提案内容にお

いても，主に専門的教養を活かした多数のアイディア

が報告され，協働の利点を感じることができたようで

あった。しかしながら，徳性としての強みの活用は十

分ではなく，ディスカッションの盛り上がりに欠けた

グループもあったことから，更に方法を精緻化させて

いく必要が示唆された。

付 記

本研究は 科研費 の助成を受け

た。
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